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【事業実施の必要性】

・ＡＳＥＡＮ・日本社会保障ハイレベル会合への参加を契機として、保健と福祉という異なるセクタ間の協調強化に向けた取り組みが
ASEAN諸国で活発になっているところであり、また本会合は、ASEAN+3保健大臣会合の副議長声明においてASEANにおける保健・
福祉分野の人材育成を達成するために、重要な役割を果たすものと位置づけられるなど、ASEAN諸国の社会福祉及び保健医療の
分野における緊密な関係のさらなる発展と人材育成に大きく貢献していることから、継続実施する必要性が高い。

・厚生労働省や我が国の水道事業者が有する以下のノウハウを活用し、被援助国の実情・ニーズを踏まえ、協力方針を検討すると
ともに、これらのノウハウを伝えることにより技術面・人材面・財政面における熟度の高い計画となるよう助言・指導を行っており、本
事業は水道分野の国際協力における開発効果を高めることに大きく貢献していることから、継続実施する必要性が高い。
※取水・浄水処理・配水に係る技術、経済財務分析などの事業運営、水道事業の規制・育成を行う行政手法、等

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

事業の運営状況、出席者の状況等、実施状況の把握を行っている。また、委託事業実施結果報告書を提出させることに
より、当該事業の実施結果を確認している。

見直しの
余地

・執行の効率性がより評価されるよう仕様書及び評価表の改善や、調達に際して、外部委員の参加を含めた検討を行う。

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

事業の必要性、執行の観点からの評価としては、概ね妥当であるが、引き続き効率的な執行に努めること。

総事業費(執行ベース) 79 70 64

執行率 99.2% 94.3% 100.0%

執行額 79 70 64

23年度要求

予算額(補正後） 80 74 64 53 59

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

ＡＳＥＡＮ諸国の社会保障分野の政策形成の支援及び当該分野の人材養成強化のため、ASEAN・日本社会保障ハイレベル会合を通
じ、ASEAN10ヶ国から社会福祉と保健医療政策を担当する局長級行政官を招聘し、高齢化社会への対応、母子・障害者保健福祉、社
会的弱者（児童・女性）支援をテーマとした議論を実施している。また、国連ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）の達成に向けた水供給分野
の国際協力における開発効果の向上のため、水道分野の国際協力検討事業を通じ、我が国の水道事業者及び厚生労働省が持つノ
ウハウの活用を行い、水道分野の協力方針を検討を行い、水道プロジェクト計画作成指導事業を通じ、開発途上国における水道分野
の技術面・人材面・財政面等の課題について調査・検討を行い、熟度の高い計画となるよう当該国に対し助言・指導を実施している。

実施状況

平成２１年度の実績
・ASEAN・日本社会保障ハイレベル会合開催事業
　　開催期間４日間、　参加人数46人（ASEAN10ヶ国及びASEAN事務局等関係機関）
・水道分野の国際協力検討事業
    水道分野の研修に関する報告書のとりまとめ（委員会３回開催）
・水道プロジェクト計画作成指導事業
　　調査国：３ヶ国（中華人民共和国、ラオス人民民主共和国、ボリビア多民族国）

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する計
画、通知等

政府開発援助大綱
国連ミレニアム開発目標

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

平成８年のリヨンサミットにおいて我が国が提唱した「世界福祉構想」の実現に向け、我が国と緊密な関係にあるＡＳＥＡＮ
諸国の社会保障分野の政策形成の支援及び当該分野の人材養成強化のため協力を行うとともに、国連ミレニアム開発
目標（ＭＤＧｓ）の達成に向け、水供給分野の国際協力における開発効果を高めるため、国際協力事業を実施する。

担当部局庁 大臣官房国際課 担当課室 大臣官房国際課 麻田　千穂子

会計区分 一般会計 上位政策 -

事業番号 559

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 開発途上国福祉専門家養成等事業
事業開始

年度
平成１０年度 作成責任者



資金の流れ

厚生労働省

６４百万円

Ａ．国際厚生事業団

３９百万円

【委託・企画競争】

ＡＳＥＡＮ・日本社会保障

ハイレベル会合

※百万円以下については端

数処理を行っている

Ｃ．国際厚生事業団

６百万円

【委託・企画競争】

水道分野の国際協力検討事業

【委託・企画競争】

水道プロジェクト計画

作成指導事業

うち事務費１百万

【契約】

Ｂ．民間団体（５）

２百万円

（内訳）

イディオリンク株式会社 ２百万円

個人 １百万円

株式会社メディア総合研究所 ０百万円

株式会社サンワ印刷 ０百万円

株式会社エーペックス

インターナショナル株式会社 ０百万円

印刷製本、通訳等

【契約】

Ｄ．民間団体（３）

１百万円

（内訳）

イディオリンク株式会社 １百万円

株式会社メディア総合研究所 ０百万円

株式会社サンワ印刷 ０百万円

印刷製本、翻訳等

Ｅ．民間団体（３）

１８百万円

（内訳）

株式会社間組 ６百万円

東京設計事務所 ６百万円

株式会社パシフィック

コンサルタンツ株式会社 ６百万円

Ｆ．民間団体（８）

３百万円

（内訳） （株式会社iの例）

株式会社テクノスタッフ １百万円

有限会社三和光学 ０百万円

株式会社東京設計事務所 ０百万円

印刷製本、翻訳等

【契約】



計 1 計

D.株式会社f H.

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 6 計

消耗品等
水道分野の国際協力検討事業における
消耗品等 1

旅費
水道分野の国際協力検討事業における
旅費 1

役務
水道分野の国際協力検討事業における資料翻
訳等 1

情報提供費 水道分野の国際協力検討事業におけるホームページ運営、
メーリングリスト運営、システム管理 1

人件費
水道分野の国際協力検討事業における会議運
営、報告書作成に要する人件費 2

Ｃ.　（社）国際厚生事業団 G.

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 2 計 1

役務
日本・ASEAN社会保障ハイレベル会合にかか
る資料の翻訳及び通訳費 1

印刷製本
日本・ASEAN社会保障ハイレベル会合にかか
る資料の印刷製本 1

B.株式会社a F.株式会社ｌ

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 39 計 6

管理運営費
日本・ASEAN社会保障ハイレベル会合にかか
る業務経費等 4 消耗品等

水道プロジェクト計画作成指導事業にお
ける消耗品等 1

会議運営費 日本・ASEAN社会保障ハイレベル会合にかかる飲食費、印刷
製本費、消耗品費、会場設営費、会場移動費、通訳費 8 印刷製本費

水道プロジェクト計画作成指導事業にかかる資
料の印刷製本 1

人件費
日本・ASEAN社会保障ハイレベル会合にかか
る人件費 11 人件費

水道プロジェクト計画作成指導事業における現
地調査、報告書作成にかかる人件費 2

費　目 使　途
金　額

(百万円）

旅費
日本・ASEAN社会保障ハイレベル会合にかか
る外国旅費・国内移動費（会合参加者） 15 旅費

水道プロジェクト計画作成指導事業における外
国旅費 2

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.　（社）国際厚生事業団 E.株式会社i

費　目 使　途
金　額

(百万円）


